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参加した生徒からのメッセージ

自分のやりたいことができなければいけない。『できる』というのは資質が半分、とこと
んのめり込んで努力することが半分だ 根岸 英一（ノーベル化学賞受賞者）

第４２回全国高等学校総合文化祭・２０１８信州総文祭 自然科学部門に出場！
文化連盟賞を受賞しました！！

平成30年8月7日（火）～8月8日（水）に、、諏訪東京理科大学（茅野市）で第４２回全国高等学校総合
文化祭・２０１８信州総文祭自然科学部門に、SS物理クラブの3-4-12島袋航弥さん、3-1-21城間未唯さんに

が出場しました。指導された先生は、球陽高校物理教諭の上江洲陽先生です。題目は「物理的観点によ
る沖縄方言と標準語の母音の比較2 ～後世に残す沖縄方言～」です。この研究は、継続研究である、前
年度同様に「母音/a/,/i/,/u/は沖縄方言と標準語でわずかだが違いがあり,話者が使い分けている」ことを
検証できたものです。また,音韻的に変化してできた沖縄方言の母音/i/,/u/は,もともとの沖縄方言の母音
/i/,/u/とは違う音であり, 変化してできた母音/i/,/u/の方がはっきりと発音されていることがわかり、さらに、
自分たちで意識して単語を発音することで,話者が無意識に使い分けている音声の違いを母音/a/のみだ
が再現できたというものです。

図 物理的観点による沖縄方言と標準語の母音の比較2 ～後世に残す沖縄方言～
沖縄県立球陽高等学校 ＳＳ物理クラブ 島袋航弥 城間未唯 仲村春乃 銘苅紗也

3-1  城間 未唯さん 3-4 島袋 航弥さん


